




Near-infrared spectroscopy（NIRS）を用いた Brain-Machine 
Interface（BMI）システムにおけるセンサ装着位置の検討
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functional magnetic resonance imaging）、陽電子
放出断層撮影（PET: positron emission tomography）、
脳波（EEG: electroencephalogram）、脳磁図（MEG: 
magnetoencephalography）、NIRS な ど が あ る。
このうち、EEG と NIRS はリアルタイムで信号を得
ることが可能で、BMI への応用に適していると考え






























































るとは限らない。このような Oxy-Hb と Deoxy-Hb
の変化の差異を情報とすることは有用と考えられるた
め、脳機能解明の研究を進める際には、Oxy-Hb、











　この波長領域での光の吸収は Deoxy-Hb と Oxy-
Hb によって生じるが、両者は異なる吸収スペクトル
を持ち、800nm 近傍が等吸収点となっている。この
ため Deoxy-Hb と Oxy-Hb の吸光係数が既知であ
ることを利用して、複数の波長で吸光量変化を計測す






































─log Iout ＝ εCdIin
この比例定数εを吸光係数という（図３）。吸光係数は、
物質と波長により決まる定数であることから、ランベ











ベルト ・ ベールの 法 則（Modified Lambert-Beer 
law）という1)。

















































































































指標（Laterality Index ; LI）を定義した9)。
LI ＝ (L─R)/(|L|＋|R|)































　これについても、Fz、F7 および F8 の位置におけ
































変動要因 変　動 自由度 分　散 観測された分散比 P-値 Ｆ境界値
課題負荷の種類 0 0 65535 65535 #NUM! #NUM!
性別 0.587426353 1 0.587426353 4.104169395 0.0891718 5.987377607
交互作用 0 0 65535 65535 #NUM! #NUM!




変動要因 変　動 自由度 分　散 観測された分散比 P-値 Ｆ境界値
課題負荷の種類 0 0 65535 65535 #NUM! #NUM!
性別 0.278408747 1 0.278408747 9.6923171 0.020762701 5.987377607
交互作用 2.77556E-17 0 65535 65535 #NUM! #NUM!




変動要因 変　動 自由度 分　散 観測された分散比 P- 値 Ｆ境界値
課題負荷の種類 0 0 65535 65535 #NUM! #NUM!
性別 0.072589232 1 0.072589232 0.671185542 0.443954819 5.987377607
交互作用 0 0 65535 65535 #NUM! #NUM!




変動要因 変　動 自由度 分　散 観測された分散比 P-値 Ｆ境界値
課題負荷の種類 0 0 65535 65535 #NUM! #NUM!
性別 0.000953313 1 0.000953313 0.428539194 0.536978127 5.987377607
交互作用 0 0 65535 65535 #NUM! #NUM!




変動要因 変　動 自由度 分　散 観測された分散比 P-値 Ｆ境界値
課題負荷の種類 0 0 65535 65535 #NUM! #NUM!
性別 5.238793279 1 5.238793279 13.19013184 0.010941294 5.987377607
交互作用 0 0 65535 65535 #NUM! #NUM!





















































変動要因 変　動 自由度 分　散 観測された分散比 P-値 Ｆ境界値
課題負荷の種類 0 0 65535 65535 #NUM! #NUM!
性別 0.089441687 1 0.089441687 14.47499142 0.008919676 5.987377607
交互作用 6.93889E-18 0 65535 65535 #NUM! #NUM!




変動要因 変　動 自由度 分　散 観測された分散比 P-値 Ｆ境界値
課題負荷の種類 0 0 65535 65535 #NUM! #NUM!
性別 0.046565962 1 0.046565962 12.78259781 0.011709514 5.987377607
交互作用 0 0 65535 65535 #NUM! #NUM!














BMI システムの 応 用 性 評 価、センサの 位 置 決 め、
NIRS の BMI への応用 ・ 導入につながる基礎的な統
計処理方法として有意義であると考える。
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